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日本古代官印と隋唐官印
正倉院に伝わる印影資料との比較を中心に
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はじめに

❶日唐官印の異同をめぐって

❷官印の文字書体・形式をめぐる問題

❸押印をめぐる唐と日本の制度比較

むすび

　本稿は，8 世紀の日本官印と隋唐官印と比較することによって，日本律令国家の官印導入期にお

ける中国の影響と，日本官印の特質について考察するものである。考察の結果，日本律令国家の官

印は，隋唐官印のなかでも紙による文書行政とかかわる「官署印」の直接的影響を受けて成立した

が，その法量を唐よりも大型化させるとともに，官司のレヴェルに従って印面文字の字体や形式と

組み合わせながら法量を細分化し，その区分を遵守させるなどの特徴があることが明らかとなった。

また隋唐においては，御璽が一般的な命令伝達文書の作成過程で紙に押印されることはなく，諸州

などに下される文書には，裁可された案件の諸司における処理ないし行政手続きが正しく行われる

ことを保証するために六部所属の二十四司の印が押されたが，日本において命令伝達の中核に置か

れた印は内印，すなわち天皇御璽で，中央政府の文書発給の全てを天皇が直接統治することに重き

を置いた押印制度となっていた。さらに諸国印は，国府とそれが統括する地方の間の文書に印が押

されるのではなく，中央政府と国府との関係の中での押印を基本としていた。そこには，日本古代

官印の文書行政における実務的機能とのかかわりだけでなく，印の大きさ，押印の仕方，印面文字

の字体・形式によって，中華日本を表現するともに，天皇の直接統治と，天皇を中心とした中央集

権的なビラミッド型の官司配置という，日本律令制の理念的構造を表象ようとする古代国家の意図

が読み取れるであろう。

【キーワード】古代印，日本官印，隋唐官印，文書行政，正倉院文書

［論文要旨］




